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　久米地区は、松山市の東部方面に位置し、国道11号の整備により交通の便がよくなったことから、

人口が急増しており、松山市のベッドタウンとしての性格が一層濃くなってきている。また、地下に

ボーリングを打ちこみ温泉の開発に成功して東道後温泉郷としても知られている。

【地区の特色】

日尾八幡神社

【地域住民からみた地域の状況】

久米地区
く 　 め

人　口：30,269人（高齢化率25.5％）

世帯数：14,465世帯

◎公民館を中心として住民相互の繋がりを密に保った行事や諸活動が活発である
　・公民館、自主防災、高齢クラブ、サロン活動が活発である
◎交通の利便性が良く、公共施設や生活関連施設等も充実している
　・伊予鉄電車・バスが通っていて、相乗りタクシー（チョイソコおのくめ）がある
　・小中学校、高等学校、高齢者施設、スーパー、コンビニ、病院等が多い
◎地域の自然や文化を活かした施設が整備され、それを活かした活動が盛んである
　・里山公園があり、世代を超えて活動している
　・4小学校、久米中学校、松山学院の児童生徒が地域の活動に関わり交流がある

◎実態に基づく効果的な支援の充実と展開が不十分である
　・障がい者の実態把握と効果的な支援が難しい ・認知症者のみまもりが難しい
◎個人情報の入手と保護及び関係団体との情報共有が不十分である
　・個人情報の入手方法の整備と管理の徹底
　・マンション等住民の安否確認が難しい
　・災害時に関係団体との情報交換や役割分担が難しい
◎住居地により社会的弱者の生活が困難な状況がある
　・通院や買い物等の日常生活が不便である ・改善するための手立てが不十分である

◎少子高齢化、個人主義社会が進行してきている
　・町内会への加入が減少している ・地域活動に参加する人が限られている
◎子どもや高齢者の活動が制限されている状況がみられる
　・ボール遊びが制限されている公園が多い
　・地域によっては交通手段がなく駅までが遠い
◎危険箇所や社会資源等を周知しきれていない状況がある

・社会資源について知ってもらう機会がない ・山間部の一部に土砂災害危険個所がある
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久米地区社会福祉協議会

構成団体

主な取り組み

年2回作成し、地域福祉に関する情報を発信するため町内会と連携し、

広報連絡員を通じて全戸配布しています。

登録している独居高齢者を対象に、毎年5月に「独居ふれあいお食事

会」を開催しています。

要支援者名簿を基に災害時等に活用できるよう、個人情報の適切な取

り扱いの上、住宅地図への転記作業を行っています。

活動内容

独居高齢者みまもり支援
　民生委員・児童委員が登録している独居高齢者に対する毎月の見

守りの他、在宅福祉の向上と生きがいづくりに向けて、夏季と冬季に

１回ずつ久米地区民協と連携し、お見舞い品をお届けしています。

直接顔を見てお話しする事でコミュニケーションが取れ、暑さ寒さ

の時期の安否確認になります。”ありがとう”と言われるとお互いに

嬉しい気持ちになり、活動を継続する励みになっています。

　市のベッドタウンとしての側面を持った地区です。子どもたちの登下校見守りや独居高

齢者見守り支援などは全世代が住みやすい街づくりを目指した活動といえます。

　また、過去に小野川の氾濫や地震などを経験していることから、防災に対する意識が

高く、災害要支援者名簿作成や防災マップ作りなど防災への取り組みを「見える化」して

います。さらに福祉交流会や暑中寒中見舞いなど地域内の人間関係を維持する重要な活

動は、今後の防災や減災に役立つことでしょう。

＜地区社協が目指すもの＞
　久米地区社協は松山市鷹子老人福祉センター内に事務所を置き、久米地区全体の福祉に関する相

談窓口になっています。2017年度には町ごとに福祉施設の一覧表を掲載した福祉マップを作成し、

2022年度には内容を更新しました。2018年度から災害時に一人では避難の困難な高齢者や障がい者

の方々がスムースに避難できるように、要支援者への連絡方法や避難場所及び避難手段についての現

行化作業を継続しています。また、子どもたちの登下校時の見守りも積極的に行い、小中学校との情報

共有に努め、老若男女誰もが安心・安全に暮らしていける地域づくりの実現を目指しています。

福祉だよりの発行

福祉交流会

災害時等MAP作製

地区民協・公民館・ふれあいタウンづくり協議会・町内会・町内会長会・町内連合会
自治会・母子福祉会・婦人団体連絡協議会・ＰＴＡ・小学校・中学校・高等学校
松山南交通安全協会・自主防災組織連合会・消防分団・高齢クラブ連合会

＜拠点＞　松山市鷹子町740　松山市鷹子老人福祉センター内　2Ｆ　　TEL：089-975-2882
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区
の
状
況

■地区民協
　　民生委員　　 　 
　　主任児童委員

■まち協の設立 平成26年度

41名
3名

■町内会・自治会・区長会等

■高齢クラブ

■子ども会

■自主防災組織

12団体

10クラブ

12団体

12組織
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　浮穴地区は、松山市の南部にあり東西約6.7km、南北は広いところで1.3kmと細長く、重信川と内

川にはさまれた地形である。地区には伏流水と呼ばれる地下水の流水があり、全国名水百選に選ば

れた杖ノ淵泉は親水公園として整備され、年間を通して大勢の人々が訪れている。近年は松山市で

唯一、高速道路が開通し、急速に都市化が進んでいる。

【地区の特色】

松山インターチェンジの立体交差

【地域住民からみた地域の状況】

浮穴地区
う け な

人　口：9,230人（高齢化率30.3％）

世帯数：4,342世帯

・行事に子どもが積極的に参加していて近所の繋がりがある
・春祭りは、（井門・森松・南高井）各地区で行っている
・重信川の河川敷でスポーツや花壇、ウォーキング、サイクリングなどが楽しめる
・水が豊富で松山市の上水道の水源がある
・交通の要衝で高速道路〔松山インターチェンジ〕がある
・陸運局や軽自動車車検場、国土交通省重信川出張所、松山南郵便局などがある

・高齢化（地区の世話人等の高齢化、後継者問題）
・公共施設の老朽化、高齢者が公民館の2階に上がれない（エレベーター希望）
・老老介護、老人性うつ病の増加、高齢者の独居世帯の増加⇒孤独死
・公共交通機関が少ない、ループバスを充実させて欲しい
・核家族化している。子供が外で遊ばなくなっている
・空き家問題⇒治安が悪くなる　
・洪水時の要支援者等への対策は急務である
・新型コロナウイルス対策以降、高齢者のサロンや集会の参加者が少なくなった

・高齢化が進んでいる　・若年層の流出
・地区によっては公共交通機関が少ないので移動手段が少ない
・行事は多いが参加者が少ない（若い世代、男性）
・子どもの減少により、行事が出来なくなっている
・地域によっては高齢者が歩いて行ける距離にスーパーがない
・ていれぎ（川の植物が無くなった）
・水害の可能性（内水氾濫を含む）があるが、水害時に避難できる高台が無い
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浮穴地区社会福祉協議会

構成団体

主な取り組み

年１回2月発行・大口共同募金者の掲載

毎年3月公民館の文化祭で作品の展示・演芸の発表・お茶の接待

年1回　一般地区住民対象

活動内容

地域のために熱く議論
　地区社協役員が疑問に思うことや地域の話題から「地域で出来

ることとその対策」について意見を出し合い、地区の情報を共有し

ます。

　自主的に河川敷を活用した花壇の整備や清掃活動を行うなど、住民が主体となった地

域活動ができる地区です。また、地区社協役員が定期的に地域情報の共有や課題検討を

行う場があることも地区の強みの一つといえます。さらに地域行事が多く、子どもの積極

的な参加がある一方で、参加者の数が減少しつつある課題を抱えていますが、子どもらの

意見や要望に耳を傾けるなど地域や当事者の実情にあった取り組みが期待できる地域

だといえるでしょう。

＜地区社協が目指すもの＞
地区の安心・安全な環境づくりに努めましょう。

善意の声をかけ易く、声をかけられ易い環境をつくりましょう。

地区の行事には参加し、交流を深めましょう。

生活の自立への支援に協力しましょう。

福祉だよりの発行

サロン交流会の開催

福祉学習会の開催

南高井町・森松町・森松団地・森松町町内会・井門町・公民館・共同募金会

地区民協・自治会・交通安全協会・自主防災組織連合会

地
区
の
状
況

■地区民協
　　民生委員　　 　 
　　主任児童委員

■まち協の設立 ―

13名
2名

■町内会・自治会・区長会等

■高齢クラブ

■子ども会

■自主防災組織

5団体

5クラブ

3団体

5組織
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地域カルテ ～地区ごとにみる地域特性～

�地域カルテ�と�

第１
五 明 地 区

第６

宮 前 地 区

第８

浅 海 地 区
伊 台 地 区 三津浜地区 立 岩 地 区
湯 山 地 区 高 浜 地 区 難 波 地 区

興居島地区 正 岡 地 区

第２

久 米 地 区 中 島 地 区 北 条 地 区
浮 穴 地 区 河 野 地 区
小 野 地 区

第７

潮 見 地 区 粟 井 地 区
石井東地区 久 枝 地 区
石井西地区 和 気 地 区
久 谷 地 区 堀 江 地 区

第３
Ａ

番 町 地 区
八 坂 地 区
東 雲 地 区
素 鵞 地 区

第３
Ｂ

道 後 地 区
湯 築 地 区
桑 原 地 区

第４

雄 郡 地 区
新 玉 地 区
清 水 地 区
味 酒 地 区

第５

余 土 地 区
垣 生 地 区
生 石 地 区
味 生 地 区
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